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中流域を中心とした芦田川水系の魚類

表 1 芦田川水系における調査地点と年月日

高 橋 弘 明
※

は じ め に

広島県東部を流れ瀬戸内海

に流入する芦田川は,幹 川流

路延長86km,流 域面積870k諸

の一級河川である (建設省,

1993)。源流は広島県中南部

標高576mに位置し (建設省,

1993),世 羅盆地を東流し府

中市を経て,福 山市中津原付

近で90度近く南西に折れ曲が

り,そ の後やや東に向きを変

え瀬戸内海に注いでいる (図

1)。可児 (1944)|こよる河川

形態区分にあてはめれば,勾

配の緩やかな芦田川本流の大

半はBb型 で,Aa型 の渓流的

な形態は源流付近のわずかな

区間を除けば世羅郡甲山町三

川付近と,神 谷川,阿 字川等

少数の支川上流域を除いてほ

とんどみられない。また,福

山市中津原付近から下流では

Bc型 となるが, 1977年 に最

下流に建設された芦田川河口

堰により,汽 水域が消滅する

と伴に数キロにわたる湛水区

間が形成されている。さら

に,同 水系には本流の三川ダ

ム,八 田原ダムをはじめ,御

調ダム (御調川),藤 尾ダム

(神谷川)等 数多くのダムが

存在し,物 理的環境が人為的

に大きく改変された流域であ

るといえる。

筆者は芦田川水系のうち,

中流域を中心に数年にわたっ

て魚類の採集を続けてきた。

計画的な魚類相調査ではない

が,近 年の声田川水系におけ

る自然環境の激変に対し強い

危機感を感じることから,現

状の報告という意味を込めて
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表2 芦田川水系で確認した魚類

魚 種 名 確認地点番号
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1:日視観察のみによる確認

今回その成果をまとめてみた。また,調 査の際に気付い

た感想や,聞 き取りにより得られた情報もあわせて記

録した。

調査場所と方法

採集は1992年9月から1996年4月 にかけて,芦 田川本

流および支流の加茂川,神 谷川,阿 字川,御 調川等の合

計18箇所で行った (図1,表 1)。このうち,St.1とSt.2

は下流域,st 15からst 18までは上流域に相当するが,

貴重種数種のほか分布上興味深い種が得られたのでここ

にあわせて記録した。

採集方法は手網 (目合い3mm)を 主体とし,補 足的

に投網 (目合い12mm)を 用いた。また,随 時潜水観察

による生息状況調査を実施した。採集できなかったが目

視観察によって種の同定が確実と思われた種については

リストに加えた。採集した標本は特に貴重と思われる種

を除いて現場で10%ホ ルマリン溶液に固定し,室 内で種

の同定,計 測を行った。また, トウヨシノボリの背鰭担

鰭骨―脊椎骨関係の観察は軟X線 撮影により,頭 部感覚

管の観察はサイアニンブルー染色を施して行った。

種の配列順と分類については中坊 (19∞)に 準拠した。

また,ハ ゼ科魚類の背鰭担鰭骨一脊椎骨関係および頭部

感覚管の表記は明仁親王ほか (1988)にしたがった。

なお,採 集標本は現在,一 部を除いて徳島県立博物館

魚類標本 (TKPM―P)と して登録 ・保管されている。

結 果 と 考 察

4目 10科31種を確認した。各調査地点ごとの出現種は

表 2の通りである。以下に,各 種の生息状況について述

べる。



南 予 生 物 (1996)V o 1  9  N o  l・ 2

コイロ Cypnniformes

コイ手斗 Cypnnidae

l コイ c″ rIPt″s cαψjO Linnaeus

本流下流域と支流の加茂川,神 谷川で目視確認した。

流域各地で放流が行われており,神 谷川では本種の生息

に適しているとは思われない渓流の淵にもみられた。

2 ギンブナ G筋
“
sルsa〃″′

“
s″″gsあ′′′ Cuvier et

Valencincicnnis(TKPM―P2317,2個 体 ;TKPM― P2347,

1個体)(写真 1)

建設省 (1993)による中・下流域の調査ではオイカワ

に次いで最も多くの地点から確認されている。今回の調

査でもほとんどの地点から確認され,分 布は非常に広い

といえる。

3 フナ類 のrassJ″s sp.(TKPM―P2346, 7個体)(写

真2)

上流域に流入する小支川 (St 18)か ら7個 体を採集

した。これらの個体は前述のギンブナと比較して一様に

体色の金色味が強く,喉 部は角張っている (写真 4)。

また,標 準体長は体高の2.41-3.21(平 均2.80)倍 ,第

一饂弓の鯉把数は39-50(平 均44.57),背 鰭分枝軟条数

は17-20(平 均18)で あり,ニ ゴロブナ C a′ ″′″s

g″′あε″′,s Temminck et Schlegelと同定されるものが2

個体,ギ ンブナと同定されるものが2個体, どれにも該

当しないものが3個体含まれている。琵琶湖特産のニゴ

ロブナは本水系には自然分布しないが,三 川ダム下流と

福山市草戸町の本流,お よび支流の瀬戸川から記録され

ている (平山 ・福島,1987)。 また,本 水系からはこれ

までに確認されていないオオキンブナ Ca″
“
′″sb″′rgα″

Temminck et Schにgelも,国 内における分布状況 (細谷,

1993;谷 口,1995)か らみて生息する可能性が高い。さ

らに,谷 口 (1982)のオオキンブナの体高/標 準体長比,

第一鯉弓の触把数,背 鰭分枝軟条数によれば,今 回採集

された個体は全てこれに含まれる。しかし,フ ナ属魚類

の分類には統一的な見解が得られていないことから (細

谷,1993),こ こでは暫定的にフナ類とした。今後,こ

れらについては遺伝的解析を含めたより精密な調査が必

要である。

芦田川水系からはこのほかに,ゲ ンゴロウブナ

のたssルsε″ッj′万Temminck et Schlegel(広島県,1979;

環境庁,1987:建 設省,1993)が 記録されている。本種

もニゴロブナ同様移入種である。今回の調査中,神 谷川

のSt 8で本種に類似した大型のフナ類を多数日視観察し

たが,標本が得られなかったためリストには加えなかった。

4 ヤリタナコ ル面 α ttο″″ (Te_ck et SChegel)

(TKPM―P2311, 1個体)(写真 3)

御調川の 1地点で若魚 1尾を採集したほか,神 谷川下

流のSt 8で成魚を目視確認した。

5 アブラボテ アル褻2放(Tm‐血よet Scmegel)にЮWI

P2350, 1個体)(写 真4)

御調川のSt.14でメス成魚 1尾 を採集した。この地点

では今回確認された3種のタナゴ類のほか,こ れらの種

が産卵床として利用するドブガイ ス″οぁ″
“
、ッοο′α″α

も多くみられた。また,ア プラボテは1980年代前半まで

は本流のSt 4周辺で普通にみられたが (高橋,未 発表),

今回の調査では全く確認されなかった。

6 タイリクバラタナゴ R励 ぉ確滋訥動 納 (Knerl

(TKPM P2300,2個 体;TKPM―P2312,1個体 (写真 5)

川那部 (1987),比婆科学教育振興会 (1990,1994)

によれば,本 水系は本来別亜種のニッポンバラタナゴ

R力οル″s οι′物′ンsた″″
“̀“
s(JOrdan et Thompson)の天然

分布域に含まれる。したがって,現 在では両亜種の交雑

個体群が生息すると思われる。今回採集された個体につ

いてはタイリクバラタナゴの特徴とされる腹鰭前縁の白

色線が明瞭に認められた。また,芦 田川水系からはこれ

までに,今 回確認した3種 を含む7種 4亜種のタナゴ類

が記録されているが (広島県,1979;環 境庁,1987;平

山 ・福島,1987;長 田,1987,1995;建 設省,1993;比

婆科学教育振興会,1990,1994),こ れらの中にはタナ

ゴ Aο力ι7J鋸膨′力″s“′滋
“
gω
“
r Blecker, ゼニタナゴ

A効囲s(Bleeker),カ ゼトゲタナゴ R力οル′s ar′
`ガ“
s

ar/′
“
Jンs(Jordan et Thompson)が 含まれている。これら

の種は中国地方には分布しないことから (宮地・り|1那部・

水野,1976;君 塚,1989,1995;中 村,1993),当 水系

の在来種であるとは考えられない。人為的な移入による

分布の可能性も考えられるが,以 下のような理由から誤

認である可能性が高いと思われる。

芦田川流域では本亜科魚類に対して総称的に 「タナゴ」

という呼称を用いること力ヽ多い。君塚 (1995)は 芦田川

から記録されているタナゴについて,亜 科名と本種の和

名を混同し,別 の本亜科魚類に対し本種の和名や学名を

適用した誤用例であると指摘している。ゼニタナゴ,カ

ゼトゲタナゴについては環境庁による第2回 自然環境保

全基礎調査 (広島県,1979)が 唯一の記録であり,建 設

省 (1993)に よる記載はこれを引用したものである。ゼ

ニタナゴについては笠原 ・松島 (1976)に よる記録とさ

れているが (広島県,1979),原 著にそのような記述は

みあたらず,第 3回 自然環境保全基礎調査 (環境庁,19勁

では特に説明もなくリストから削除されている。カゼト

ゲタナゴについては,笠 原 (未発表)に よる採集記録と

されているが (広島県,1979),前 種同様に第3回 自然

環境保全基礎調査では説明なく削除されている。これに

ついては,形 態的に酷似するスイゲンゼニタナゴ

R力οル″sα能″j″ss咤 響S'S(Mori)が 当水系に自然分布

することが知られており (笠原・松島,1"∝ 長田,1筋 ;
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比婆科学教育振興会,1990,1994), これの誤認である

可能性が高い。なお,ス イゲンゼニタナゴは近年国内の

生息地各地で激減し (木村,1991;前 畑,1992;横 山,

192;長 田,1"5), 日本版レッドデータブック (環境庁,

1"1)お よび広島県版レッドデータブック (広島県,1"5)

において 「絶滅危惧種」に指定されている。

以上のことから,本 水系において実際に生息が (過去

に生息していたものも含めて)確 認されいてるタナゴ類

は,今 回の調査で確認した3種のほかは,シ ロヒレタビラ

4`″′勒g″αr/2′s″夕:“滋 ″Jordan et Thompson(広島

県,1979;環 境庁,1987;比 婆科学教育振興会,1990,

1994), カネヒラ /1′力ο/77ι′′S(Tcmminck et Schlegel)

(広島県,1979;環 境庁,1987;平 山 ・福島,1987;建

設省,1993;比 婆科学教育振興会,1990,1994),イ チモ

ンジタナゴ Aりαηos′jg“α Jordan et Fowler(長田,1995;

平山 ・福島,1987;比 婆科学教育振興会,1990,1994),

スイゲンゼニタナゴ,ニ ッポンバラタナゴの4種 1亜種

であると考えられる。

7 オイカワ Z“εοο′滋炒パ (Temminck et Schlegel)

(TKPM―P2302,1個 体;TKPM―P2343,1個 体)(写真6)

オイカワは建設省 (1993)と同様,今 回の調査でもギン

ブナとならんで最も多くの定点において確認された。生

息数も多く中流域では本流,支流を問わず優占的である。

8 カワムツBtt zた /73711r71ιた″ (Temminck et Schiegel)

(TKPM― P2303, 1イ 団体 ;TKPM― P2320, 1イ 固体 ;

TKPM Pお57, 1個体;¬CM―P23",2個 体;TKPM P245,

3個体)(写 真7)

日本産 「カワムツJに は形態的,色 彩的に異なる2型

が存在することが知られていたが (中村,1969;渡 辺 ・

水口,1988),近 年これら (A型 とB型 )が 遺伝的,生

態的に別種であることが確認された (Okanklet」,1"1)。

両種の分布については,水 口・渡辺 (1988),大竹 ・洲

澤 (1996)等による報告があるが,本 水系においてはこ

れまで不明であった。

今回の調査ではこれら両種の生層、が確認された。この

うちカワムツB型 は中 ・上流域の本流および支流の広い

範囲から採集された。

9 カワムツA型 豹
“
ο sp(■ OM―P2307,2個体)(写

真 8)

カワムツA型 は御調川のSt14のみで採集された。また,

同地点では同属のオイカワが多くみられるほか,カ ワム

ツB型 も少数確認された。岡崎 (私信)に よれば,本 種

は当水系の下流域では普通にみられるという。今後,芦

田川水系におけるカワムツ類の分布については,よ り精

密な調査が必要である。

10 タカハヤ ″の商ぉax″ /taルS力trll(Joldall et Sttderl

神谷川の上流域で目視確認した。本水系では服部川,

神谷り||の上流域にのみ生層、するとされている (平山 ・福

島, 1987)。

11 モツコ 角 ″́あ7rrsbο7r7″′昭 (Temlmnck ct ScHegel)

St 10で 3個 体を採集 した。筆者は本種が河川内より

も府中市周辺の溜め池に多 く生息していることを確認 し

ている (高橋,未 発表)。

12 ムギツク P′ llg″72g滋/22″j Herzelnsにin(■9M P2324,

1個 体 ;TKPM P2349, 2個 体)(写 真 9)

本流および支流の神谷川,御 調川で採集した。特に御

調川の,河 床にオオカナダモ E′οルα″″惚′′″群落が繁

茂する地点では多くみられた。

13 夕Iロ コ 0唸 αあのοgο″`わ
71■α″S`Fr2昭αrtrs(Temmlllck

et Schlegel)(TKPM P2318, 1個 体)(写 真10)

神谷川,御 調川で少数を採集したが,生 ′自、数はあまり

多くないと思われる。

14 カマツカ P′ングοgο♭jο
`sο
σ771クS ιSOCれ′,(Temminck

et Schlegel)(TKPM P2306, 2(固 体 ;TKPM P2314, 1

個体 ;TKPM P2321, 1個 体)(写 真11)

st lとst 16を除く全ての地点において確認 した。水質

が劣悪な加茂川以外では個体数も多くみられた。

15 ズナガニコイ 物 めα乃ンs′ο″gj″ο,rris(Regan)

(TKPM‐P2323, 1個体)(写 真12)

St 4とSt 13で確認 した。特に本流のSt 4では多くの個

体がみられたが,動 作が敏捷でタモ網による捕獲は容易

ではなかつた。

16 イ トモロコ S″′α″ルsg″αε′′:s grrl`J′,s(Temminck

et Schlegel)(TKPM P2313, 6イ 固体 ;TKPM― P2319, 2

個体 ;TKPM P2321, 1個 体)(写 真13)

本流御調川合流点付近と神谷川 (St 10)で確認した。

本流では橋脚に引っかかった流木や岸寄りの沈水した植

物の周辺に多くみられたが,神 谷川では水深60cm程 の

礫底の平瀬で多くみられた。

ドジョウ禾斗 Cobitidae

17 ドジ ョ ウ ν、り r71″Sα昭 ′〃″

“

″滋 rlls(CmЮ r)(TKPM―

P2305, 1個体)(写 真14)

st llとst 12で1個体づつを確認した。またSt 14周

辺の用水路からも少数が確認された。聞き取りによれば,

かつては流域各地の用水路に多く生′自、していたらしいが,

近年ではほとんど見かけなくなったという。

18 シマドジョウ Gル j′おbj″α′Jordan ct Snyder(TKPM―

P2308, 1個体)(写 真15)

神谷川 (St.4,5),阿字川 (S(17),上流域の流入支

り||(St 18)で確認した。本種は1980年代以前の調査 (広

島県,1979:環 境庁,1987;平 山 福島,1987)で は芦

田川水系の広い範囲から確認されているが,1991年の建

設省直轄区間内における調査 (建設省,1993)で は,本



南 予 生 物 (1996)V o l . 9  N o  l・ 2

流中流域のわずか 1地点から確認されているにすぎない。

また,今 回の調査では本流からは全く確認できなかった。

これらのことから,近 年当水系における本種の分布域は,

本流の環境悪化に伴い,比 較的良好な環境が残されてい

る支流に限られつつあることが示唆される。

19 スジシマドジョウ中型種 のbi′,ssp 3(写真16)

芦田川水系からは広島県内の主要河川に広く分布する

とされるスジシマドジョウ中型種 C sp 3と,本 水系を

分布の西限とするスジシマドジョウ小型種山陽型 ё.sp.2

subsp lの2種が知られている (君塚,1987;SatOh and

Aizawa,1987;比婆科学教育振興会,19∞,1994;斉藤,

1993, 1995)。

今回の調査ではスジシマドジョウ中型種のみを確認し

た。本水系における過去の魚類相調査では,こ れら2種

の区別がなされておらず両種の詳しい分布状況について

は不明であるが,1980年代以前の調査では少なくともス

ジシマドジョウ類は水系内の広い範囲から記録されてい

る (広島県,1979:環境庁,1987;平山 ・福島,1987)。

しかし,1991年の調査では確認されておらず (建設省,

1993),今回の調査でも御調川のわずか 1地点から極少

数が確認されたにすぎない。さらに,小 型種山陽型につ

いては近年国内の生息地各地で激減し,絶 減の危機が指

摘されている (斉藤,1993,1995)。広島県 (1995)は,

県版レッドデータブックの中で 「スジシマドジョウ」を

「希少種」に指定している。本水系におけるスジシマド

ジヨウ類の生息状況については今後より詳細な調査と保

護対策が必要であると考えられる。

ギギ千斗 Bagridae

20 ギギ Pιレο♭αgr″s′クノj`″s(Sauvage)(TKPM―P

表 3 芦田川産 トウヨシノボリの形態

2316, 1個体 ;TKPM―P2351, 1個体)(写 真17)

全長飾 程の若魚から200-を 超える成魚に至る様々

なサイズの個体が,本 流および支流の御調川で普通にみ

られた。

ナマズ科 SiluHdae

21 ナマズ SJ″″s asο″s Linnaeus

全長300mm以 上の成魚を本流および御調川の中 ・下

流域で目視確認した。

アカザ科 Amblycipitidac

22 アカザ ιjοιαg″∫″′″′Hilgendorf(TKPM―P2309,

1個体)(写 真18)

本流と神谷川の最上流定点で 1個体づつを確認したに

すぎず,生 息数は極めて少ないと思われる。本水系にお

けるアカザの激減については平山 ・福島 (1987)により

既に指摘されているが,近 年広島県内全体でも著しく減

少しているとされ (広島県,1995),県 版レッドデータ

ブックでは 「絶滅危惧種」に指定されている。

サケロ SalmOniforllnes

サケ科 SalmOnidac

23 ニジマス 0″εο′り
“
″′S4″おS(WJballm)

神谷川上流域で全長200mm程の個体を目視確認した。

移入種で,同支川上流の藤尾ダム等にも放流されている。

24 アマゴ 0“αsοンIs″蔵仰
"′
Jordan et McGregor

神谷川上流域で全長150mm程の個体を目視確認した。

在来種であるが現在では盛んに放流が行われていること

から,今 回確認したものが移入個体か在来個体かは不明

である。また,過 去に聞き取りによリヤマメ 0“ śο
“

芦田川横尾 (9個 体) TKPM―P 2301 TKPM―P2355    T恕 M―P2299

全長(m)

体長(Ш)

協

臀鰭

胸鰭

縦列鱗数

横列鱗数

28 2-40 1

215～319

VI-1,8～9

1.8

19～22

33～37

8-10

461～635

381～461

VI-1,8～9

1.8

20-21

33～37

9

M'N'0.

H.K'L.

3/1 11
3/H II

105～134

伸長する

553

43 6

VI―I. 8

18

20

33

9

‖' N. 0'

H. K' L'

3/1111 110/9

122

やや仲長する

418～432

343～ 346

Vl lV)1.9

18～9

21～22

33～34

8-9

M' N' 0'前鯉蓋管         H'N'0'

後眼肩甲管       H'X'L'

背鰭担鰭骨―脊推骨関係  3/1H

3/H II

吻長/体 長比①      70～ 132

第 l背 鰭棘 (雄)    伸長する

跡
酢

げ

げ

lI:0/9(1個 体)

110/9(8個 体)

Ｆ

ｒ

　

ν

ソ

(1個 体)
(左体側)H'の み (右体側)(1個 体)

II 1 0/9(1個 体)

I10/9(1個 体)

105～134

伸長しない
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麟 ω (Bκvoo■)が 記録されているが (建設省,19“ ),

本水系は本亜種の自然分布域ではない (比婆科学教育振

興会,1990,1994)。 移入の可能性も考えられるが,本

水系周辺では一般にヤマメとアマゴを区別せず,「ヤマメ」

と呼ぶことから誤認の可能性が高いと思われる。

ダツロ Be10nifonnes

メダカ科 Ad五anichdlyidae

25 メダカ OrXjαS物場にS(Temminck et ScЫegd)

加茂川で目視確認したが,生 息数は非常に少ないと思

われる。本種は1980年代前半頃までは府中市周辺の用水

路で普通にみられたが (高橋,未 発表),今 回の調査で

は全く確認されなかった。県版レッドデータブックでは

「絶滅危惧種」に指定されている。

スズキ科 Percichthyidae

26 オヤニラミ 0″ ″ικα物″α
“
′勿′j(Temminck et

Schlegel)(TKPM―P2348, 1個 体)(写 真19)

上流域の流入支川と本流で 1個体づつを確認したにす

ぎない。本水系における本種の激減は1986年9月 4日 付

けの中国新聞紙上に報じられているほか,平 山 ・福島

(1987)に よっても指摘されている。また,今 回行つた

聞き取りによれば,最 近上流域では観賞魚用に売買目的

で乱獲されているという。本種は県版レッドデータブッ

クでは 「危急種」に指摘されているが,本 水系において

は,環 境の悪化と乱獲により極めて危機的な状況におか

れている。

サンフィッシュ科 Ceniarchidae

27 ブルーギル L″ο
“
,s″′ε″ι力j″S Rainesque

(TKPM―P2304, 1個 体)(写 真20)

御調川中流域の流れの緩やかな場所に多くみられた。

28 ブラックバス νjc,″′′rtrs κJ7720′ルs(Lacepede)

本流下流域で日視確認した。

ハゼ科 Gobiidae

29 ドンコ 0あ ″
"btrr,sο
おε
“
″ο株
`″
″ (Temminck et

Sttegd)(XPM P2310, 1個 体 ;TЮWl―P2352, 1個体)

(写真21)

比較的広い範囲から確認されたが 1地点あたりの生息、

密度は低いと思われる。しかし,阿 字川には比較的多く

生息し,全 長160mmを 超える大型個体も確認された。

30 トウヨシノボリ R幼 り″bルs sp.OR(未 登録 St l

採集分 9個体 ;TKPM― P2301,2個 体 (写真22);TKPM―

P2355,1個体 ;TKPM― P2299,2個 体)(写真23)

学名の未決定な複合種群である日本産ヨシノボリ類に

あつて (岩田,1995), トウヨシノボリは形態,色 斑に

著しい変異をもつことで知られる (川那部,1987;越 川,

1989,1995;川 那部 水野,1990)。 このような事情か

ら川那部 ・水野 (1989)は,将 来いくつかの型あるいは

種に分割される可能性を認めつつも,か つて橙色型,宍

道湖型,房 総型,湖 沼型と呼ばれていたものや,瀬 戸内

地方と濃尾平野に分布する腹部が淡黄色となるものまで

を一括してトウヨシノボリとした。さらに最近,鈴 木

(1996)は兵庫県円山川から,雄 の第 1背鰭棘が伸長せ

ず,尾 鰭に縞模様,第 2背鰭に縦線をもち,頬 部の朱色

点,尾 鰭基底部の橙色斑,頭 部感覚管の後眼肩甲管L',

K'を 欠き,背 鰭担鰭骨―脊椎骨関係が多くのもので3/1

ⅡⅡ1 0/9(他 のヨシノボリ類では 3/ⅡⅡI1 0/9)で

ある等,既 知のものと異なる特徴を備える個体を採集し,

これにトウヨシノボリ縞鰭型という新型名を提唱した。

今回の調査で採集したトウヨシノボリの形態的特徴を

表3に示した。これをみると,本 水系のトウヨシノボリ

にも大きな形態的変異がみられることがわかる。このう

ち,St 2加茂川 (支流高屋川の 1支流)で 採集した2個

体 (TKPM‐P2299)は ,雄 の第 1背鰭棘が伸長せず,尾

鰭に縞模様,第 2背鰭に縦線をもち,臀 鰭が柿色で尾鰭

基底部の橙色斑と頬部の朱色点を欠く等,鈴 木 (1996)

のいうトウヨシノボリ縞鰭型に類似した特徴を備えてい

る。また,こ れに似た個体が比婆科学教育振興会 (1990,

1"1)により,芦田川水系から写真紹介されている(p164)。

しかし,今 回の調査では採集個体数が少ないことや,ハ

ゼ科魚類の分類上重要形質とされる頭部感覚管,背 鰭担

鰭骨の挿入位置にも (他地点から得られた個体も含めて)

変異がみられることから,.採集したものが縞鰭型に該当

するか否かを判断できなかった。

31 カ ワ ヨ シノポ リ Rノ ン
“
J″ι
“
S(Mizuno)(TKPM―

P2315,3個 体 ;TKPM― P2322,1個 体 ;TKPM‐ P2356,1個

体 ;TKPM― P23M,5個 体 )(写 真24)

中 ・上流域の広い範囲から採集した。また,本 流の

St 3,4ではトウヨシノボリと同所的にみられた。

本稿をまとめるにあたり,校 閲と多くの有益な御助言

を賜った愛媛県中予水産試験場の清水孝昭氏と西日本科

学技術研究所の高橋勇夫氏に心より感謝の意を表する。

また,研 究活動を奨励された西日本科学技術研究所の福

留脩文所長,貴 重な情報を頂いた広島県観音寺高等学校

教諭内藤順一氏,兵 庫県尼崎高等学校教諭鈴木寿之氏,

水産庁養殖研究所の岡崎登志夫氏,河 川生物研究所の洲

澤 譲氏に心より感謝する。さらに,標 本の登録 保管

に御協力頂いた徳島県立博物館の佐藤陽一主任学芸員,

軟X線写真の撮影に御協力頂いた高知大学理学部の町田

吉彦教授,遠 藤広光博士に深謝する.

辞謝
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写真 1 ギンフナ α″αssルsa′7r7′″s滋″gsどο′〃
TL104mm TKPM― P2317

写真 2 フナ類 ⑫ ″ssルssP TL129mm TKPM P2346

|11111111111111111111111111111111111111111FIIIIIIIIIIIIIII111111111111:111111

写真 3 ヤリタナゴ 物″αた,α′α″ι′ο7rtrtr

TL39mm TKPM― P2311

写真 4 アブラボテ 乃″αた,a′77r♭α′α
TL57mm TKPM―P2350

写真 5 タイリクバラタナゴ R力οル
“
s οει′レ〃S Oσ

`′
′α′ンs

Tu5mm TKPM― P2300

■11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:||1111:|1111111111111111111111

|‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖|11‖‖‖‖‖|‖‖■|
写真 6 オイカワ 7rlごεο′,′α炒 パ TL63mm TKPM― P2302

写真 7
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写真 9 ムギツク P′″g′
“
″g′α/22,マ:

TL63mm TKPM― P2324

写真10 タモロコ G″αr/1Ψοgο″
`′̀,4gὰぉ

ノο″gα′″s
TL69mm TKPM― P2318

写真11 カマツカ Ps′″zr7gοbjο′∫οσJ″〃s`sοご′1″S
TL66mm TKPM― P2306

写真12 ズナガニゴイ 〃′/17めαル″sわ″g′″υs″,s
TL77mm TKPM―P2323

写真13 イ トモロコ 助″α″jぬSg″cJ′js g々
`ご
′お

TL52mm TKPM P2321

写真14

写真15 シマ ドジョウ Obj′Js bttα′
TL96mm TKPM P2308

写真16 スジシマ ドジョウ中型種 0加 sp 3
TL about60mm
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:剛 Ⅲ
写真21 ドンコ θあ″rο♭ク

`js 
οιsιン滋s οbsc″

“TL56mm TKPM― P2352
写百17 ギギ P′′セοわαgr“s″

“
グ′εψs

TL39mm TKPM―P2316

写真18 アカザ ιjοbαgr″sたj′J
TL78mm TKPM―P2309

写真19 オヤニラミ 0″ ψικαたα"α
″
`ι
arj

TL92mm TKPM― P2348

写真22 トウヨシノボリ R力j″οgοbルssp OR
TL40mm TKPM―P2301

写真23 トウヨシノボリ R″j″οgοわj″ssp OR
T“ Omm TKPM―P2299

写真24 カワヨシノボリ R力j″οgObJ′sノ
““

jれ′′S
TL53mm TKPM― P2322
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